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A 108　 豆類 の細理 ，加 工時に7,ヽける無磯成分含t の変動一七やしJﾆ,ヽよび納 豆.―

京齢府立大生活科学　 畑 明美　 ○南光芙子

目的　血年，健康八の関心が高まっi ，豆抑鯛理水見直される傾向にあるが，2  れと相

まっz  豆頻加工品の納豆，各種もやしなども5角ｲと｡率の向よこや新 たな栄養成分の付加 がみら

水るなどの尚,でま目されつつあ る。特にもやしば伎有中にビタミンC が主目

てぎれ，ビタミンC 徊頌叱 して荒茎の４ しい地域l-多丿 に活用されZ  い る。 かねマよリ，私

^ の研 呪室? はヽ無舞成分の挙動につ117 各 種素材 でヽ験討を重 ね7 いる力ら 無機成分 の殆源

として毛興味深いもやし，納豆を取 りよ二｡げ。特にもやしにフい７ は各種亘類など･吃 用い？

襖 討したの1ヽ,その劾果乞報告了る。
方遠　原料豆には市蔽のタ.イフ，ウ ズ`ラマメ，アヌ゙べ，エンμウ，ブ ラ ，ヽクマッA?( 界

緑豆) 並ぶにソ/＼，ア･レ乃 ＼ﾚ乃 ，ダイコンを用いr-。七やし栽培a ，原料 豆乞5 倍量の蕪

郷 水に20 時聞浸潰した後75  Xの恒遣器中でり⌒.q日間行っTz。一 札 納豆製ii はlo倍一量の

蕪留水に浸 墳し加尽藁煮したダイズに2 χの納豆固を散布しフヨ8・(叫l 遺器中に24 時開放

置し，これ'^繁 品とし鳶。それぞれの試料と湿式分 解の積，原 手吸 光分光分祈渚に？無磯

成分乞滴定した。
秘果 ぶ 種もやしば生有日数の銕 母に伴 っマ胚軸郁の生酢 璽量 が葺しく増加レ，ことに

ブ'ラックマヽ
グペ
，ダ4 コ ンに その順向が目立っ仁。Ca は手葉郁に多政老 まれ, 遂 に沁13.胚

軸部に今く含 まれる乙とが杓かっ仁。必元霖 とも原料 豆によフてもやし中老肩量が大念く

変動 した。OλCiz 珈̂ の水で栽培しTとマ,y ぺもやしでは，CλCUの高濃度域で胚軸郎にCaが多

人見られ仁。納豆中のOk,   K含肩量は高( ，ごとに噸は塩納亘に烏口という飢果？あっr-．
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t'- ＼＼楠諌{こおよぼす寿豹 こy いこ、勧 こぞ戸浙化β 面ヵヽ ウツく クヽ刈更々 ノ? 4 木卜 乙ヽ ぞ

の中 でヽ ibfeい 扁種哨り 卵了量ぢ狭討 リ: ぞ)がS 麗 湊らβ扁油 。7  ヽ こヽ肩 ﾀﾞ､細瑶報布べある

が、謡錬 にフい^ 挾討 に 布右け限 ら奏乙 ふヽ 冷 眼、そ肉り べ科t  I 7 馮 折粕-  !- ぞな

う媚榎双 リ々 知b-t を刺応ト 禰油とそ肉雌質嶋肩 徊鎌 官す/v/' rこ凍封( た～丿鞍曇すｊ
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